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『林巨正』の成立過程と不連続性について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県立新潟女子短期大学

波田野節子

１．『林巨正』の未完性

　『林巨正』は未完の大作といわれる。だが読者にとってこの作品が未完であったのは、書かれなかった部分のためだけではなかった。分断前の韓国において『林巨正』は解放をはさんで2度出版されたが、ともに最終部分だけでなく前半3篇も刊行されないという不完全な形であった。（添付資料、表1・2参照）乙酉文化社版が出たのは1948年であり、前半部分が新聞に連載されてからほぼ20年が経過している。20年前に新聞連載された小説の内容を覚えている読者が、果たしてどれほどいたであろうか。それゆえ一般読者にとっては、結末が書かれなかったという点だけでなく、書かれた前半部が刊行されていないという点でも『林巨正』は未完であったということができる。そのうえ作者の政治的立場のために、朝鮮戦争後は韓国ではこの作品そのものが読むことができなくなった。『林巨正』が四季節社から前半３篇を含む9巻本で刊行されたのは1985年、乙酉文化社の刊行から実に37年ぶりのことであった。

２．『林巨正』の不連続性

ところが、『林巨正』全編の通読を可能ならしめたこの刊行によって、一つの問題が浮上することになった。それは前半部と後半部の不連続性である。刊行から3年後に行われた「韓国近代文学における『林巨正』の位置」と題する廉武雄・林栄澤・潘星完・崔元植諸氏の対談で、この不連続性ははやくも問題とされた。問題提起をした廉武雄氏は、洪命憙がなぜ前半3部の刊行を後回しにしたのかに疑問を呈しながら、巨正の人物像には作品の前半と後半とで断絶があり、そのために小説の流れに不連続性が生じていると指摘した。他の出席者たちも巨正のパーソナリティに不連続性がある点については同意したものの、それが作家の意図したものであるかどうかについては意見が分かれた。日帝の弾圧強化のせいで起こった作家の社会意識の低下が原因だとする廉武雄氏に対し、林栄澤氏は、巨正の変貌は火賊という形態による反抗の限界を浮かび上がらせるために作家が意図したものだと主張し、崔元植氏もまた、当時の時代条件が群盗形態での抵抗による革命的変化を許さないという点を強調したかったのだと、林栄澤氏と同じ立場の主張を行っている。そして潘星完氏は、作品に不連続性が存在するのは否定しがたいとしたうえで、「この問題はこれから具体的な研究を通して明らかにすべき部分だと考えます」という言葉で発言を結んだ。私自身も9巻本を通読したときに、主人公の性格の変化に違和感をもった。たとえば｢皮匠篇｣や｢両班篇｣に見られる、巨正の女性に対する潔癖さや革命家を彷彿させる徹底した平等思想が｢火賊篇｣では消滅し、巨正は都で女遊びをし、青石洞では専制的な暴君としてふるまう。人間が時や場所に応じて変化するのは自然だが、『林巨正』の問題は巨正の変貌があまりに唐突で説得性を欠き、前後の不連続を感じさせることである。

先述したように『林巨正』連載は何度か中断している。こうした成立過程が作品の流れに与えた影響を考察して、不連続を生じせしめた原因を考えてみたので、その報告をおこなう。作品内で流れる時間と作品外の時間との対照を容易にするために作成した｢作品内外年表｣を添付するので、適宜参照していただきたい。

３．連載期間の区分

　『林巨正』の連載は大きく分けて３期に分けることができる。(添付資料、表3参照)巨正の人間像に変化が起きているのは第2期とりわけ｢火賊篇｣においてである。そこで洪命憙自身によって書かれた連載所感等を中心資料として第1期の終わりから第2期再開のころの執筆状況を考察してみた。

４．第1期の中断

3・1運動に参加して1年間獄中生活を送った洪命憙は、20年代に起きた民族運動・社会運動のうねりの中で新思想研究会・火曜会に主要メンバーとして加わり、東亜日報、時代日報の経営にかかわり、あるいは五山学校の校長に就任するなど、思想、言論、教育界で多様な活動をおこなう。そして1927年2月の新幹会設立のさいには主導的な役割をはたし、地方支部設立や大衆運動の支援に奔走した。『林巨正』の連載が始まったのは新幹会創立の翌年1928年の末で、洪命憙が忙しい政治活動を行っている時期であった。翌29年12月に作者が検挙されて中断するまで、連載は1年余りつづいた。

3･1運動後、20年代に盛んになった大衆運動はこの1929年初めの元山ゼネストから10月の光州学生事件で頂点をむかえる。学生と大衆の運動は｢日本帝国主義打倒｣というスローガンを掲げて日本植民地支配に対決する姿勢を鮮明にしていた。こうした状況を反映したのか、この時期の『林巨正』では作者を取り巻く外界の雰囲気が作品内部まで流れ込み、巨正の人間像にも影響を与えている感がある。『林巨正』第3巻｢両班篇｣の最終章｢倭変｣では、一緒に戦いに行こうという李鳳学の誘いを断っていた巨正が、カッパチのある一言で気を変えて志願し、白丁を理由に入隊を拒否されると今度は単騎出征する。おまえの長光（巨正の愛刀で日本刀）で倭兵を斬るのも一興ではないかというカッパチの言葉に心を動かされて巨正が出征を決意するくだりは、これが書かれた時期の社会状況を投影しているかのようだ。新幹会は学生たちの運動を支援するために光州事件真相報告会民衆大会の開催を計画したが警察に事前検挙され、洪命憙も12月13日に逮捕された。「両班篇」の連載は12月11日でいったん途切れ、25、26日の追加連載をもって中断する。押し寄せる倭兵に囲まれた李鳳学一行を、駆けつけた巨正が救出して姿を消すという緊迫感あふれる最後の2回は、拘留先の京畿道警察部留置場で書かれたという
。

５．第2期の再開

洪命憙が2年あまりの獄中生活を終えたのは1932年1月である。前年5月に新幹会は解散し、9月には満州事変が起きて、社会の雰囲気は一変していた。『林巨正』連載はこの年の12月から再開された。中断から3年たっていた。

連載を再開するころの事情を知るための資料として、再開の前日に朝鮮日報に出た洪命憙自身によって書かれた再開予告文「碧初洪命憙氏作『林巨正傳』明12月1日より連載」（以下「予告」とする）と、翌年雑誌｢三千里｣9月号に掲載された連載所感「『林巨正傳』を書きながら」（以下「書きながら」とする）がある。「書きながら」の中で、洪命憙は「これまで監獄まわりなどして、最初考えた『林巨正傳』のプロットをすべて忘れてしまったため、今回朝鮮日報に続編を書くときは再度の構想作りに苦労しました（下線引用者）」と書いている。3年間のブランクとりわけ厳しい獄中生活のために洪命憙の記憶がどれほど混乱したかは、たとえば、作品中ではまだ巨正に会っていない裵トルソギのことを｢予告｣の中で「霊巌出戦中に巨正と鳳学に会った人物」として紹介するなど、洪命憙にしては珍しい間違いを犯していることからもうかがわれる
。おそらく中断した部分の構想としてあったものを勘違いしたのであろう。

記憶に混乱をきたした洪命憙が「再度の構想作り」にあたってよりどころにしたのは、『林巨正』を執筆し始めた当初の記憶ではなかったかと思われる。｢予告｣を、｢私が初めて『林巨正傳』を書いたとき立てた腹案
がありました｣と書き出していること、また「書きながら」の中で「小説を最初に書き始めるにあたって」と書くなど、２つの文章中でともに『林巨正』を書き始めた当初のことに言及していることがそれを推測させる。

６．｢腹案｣と「朝鮮情調」

｢書きながら｣の該当箇所は以下のとおりである。

「私がこの小説を最初に書きはじめるにあたって一つ決心したことがあります。

それは、朝鮮文学というと、昔のものは大半が中国文学の影響を強く受けていて、事件やこめられた情調が我々とは遊離している点が多く、最近の文学はまた欧米文学の影響を強く受けて洋臭があります。『林巨正』だけは、人物にしろ描写にしろ情調にしろすべて他人からは服一枚借りることなく純朝鮮製にしようといたしました。『朝鮮情調で一貫した作品』これが私の目標でした」

これは『林巨正』の創作方針として有名な一節である。しかしながら、留意すべきはこの方針が第2期の連載再開の時点で再確認されていることであり、私の知る限り、これ以前に洪命憙が「朝鮮情調」を主張したことはがないという事実である。洪命憙は「最初に書き始めるにあたって決心した」と書いているが、その決心がどれほど厳格な意識をともなっていたかに関しては、検討の余地がある。たとえば連載初回の「머리 말씀」で、洪命憙は小説をどのように書き出すべきか迷いながら、中国の「水滸伝」や「三国志」の例を引き合いに出し、また過去の文学観念が通用しなくなったことを比喩して「象牙の塔が砕けてミューズ神が姿を消す」といういわゆる＜洋臭＞のただよう表現を使うなど、必ずしもこの方針に厳格であったようには見えない。第1篇における、野談をふまえた李長坤と鳳丹の物語は朝鮮情緒にあふれているが、第2篇にみられるカッパチの個性重視の放任教育や自然礼賛思想、そして第3篇で巨正が見せる時代を飛び越えたかのようにラディカルな平等思想などは、｢朝鮮情調｣の方針と相容れない感がある。

｢朝鮮情調｣の方針は当初から「腹案」の中にあったものの、洪命憙はこの方針にそれほど厳格ではなく、そのため連載を続けているうちに「腹案」からの逸脱が生じたのではないかというのが私の推測である。洪命憙が自分の書いているものに対して執筆当時から不満を感じていたことを示す次のような文章が｢予告｣の中にある。

「しかし手が心と思うように一緒にならず、うまく腹案通りにできなかったため、ほとんど恥を忍んで書きつづけていましたが、第3篇すら完結できぬまま中断することになってしまいました(傍線引用者)」

政治活動に忙殺されたためか、第1篇の｢鳳丹篇｣には官衙で出されるさまざまな食事の説明や、鳳丹の家庭生活の比較的くわしい描写がみられたが、第2篇以降になると野談の筋に頼った展開が多くなって描写は格段に減少している。また周囲の高揚した雰囲気が作品内まで影響を及ぼしたかのように、明宗朝の人間とは思われない近代的な平等観をもつ巨正も出現する。連載の再開にあたり、連載開始のころの記憶を呼びおこして「再度の構想」を練った洪命憙は、かねてから気にしていた｢腹案｣からの逸脱に対する反省をあらたにし、創作方針を「腹案」に引き戻そうとしたのではないだろうか。そして、いままでの流れではなくこれから書こうとする流れにそって、これまで書いた分までも書き直そうと決めたのだと推測される。「予告」は次のように結ばれている。

「最後に一言申し添えておくことがあります。これまで書いた３篇は、事実の抜け落ちた部分を補充し錯誤した部分は訂正して、話の余計な部分は削り落としたうえで、本にしたいと思っています。そうすればもしかしたら最初の腹案のようなものになるかもれません(傍線引用者)」

　事実の抜け落ちと錯誤の訂正、余計な部分の削り落としと洪命憙は書いている。しかし事実の錯誤に関して言うなら、たとえば「火賊篇１」と「火賊篇２」の間には1年間という時間の錯誤が生じているにもかかわらず洪命憙は後にそのままの形で刊行している。洪命憙が前3篇を書き直す必要を感じていたのは、それゆえ錯誤等の問題よりもむしろ「朝鮮情調」を主眼とするという創作方針のためではなかったかと推測されるのである。

｢義兄弟篇｣では朝鮮の民俗習慣に関する記述が格段に多くなる。巫堂、相撲、後家さらい、虎狩り、婿選び、結婚式の風習から地名の由来、市場の取引単位まで、さまざまな場面で多くの朝鮮固有の文化が紹介されて朝鮮情調が強調されることになる。そして、それと同時に巨正の人間像に変化が起きるのである。「朝鮮情調」の中で生きる人間は、当然のことながら、その空間の産物でなくてはならない。「義兄弟篇」後半で再び登場した巨正がとる、以前の彼の性格にそぐわない言動は、むしろ洪命憙が「朝鮮情調」空間の人間としてふさわしいとみなしたものだったのであろう。そして洪命憙は、「義兄弟篇」以降のあらたな巨正の人間像で全体を一貫させるために前3篇を書き直すつもりだったのだと思われる。

６．書き直しの放棄――北朝鮮における『林巨正』

朝鮮日報社版、乙酉文化社版ともに刊行予告で前3巻が後回しにされたのはこの書き直しを行うためだったはずだ。しかし結局それは実現せず、前3篇は未刊のままに終わった。洪命憙が越北したあと、北朝鮮では1954年から55年にかけて「림꺽정」が6巻本で刊行されている。時期からして洪命憙本人の校閲を経ていると思われるこの版でも前半部分は抜かれたままである
。1982年から85年には洪命憙の孫홍석중の手で大幅に修正された4巻本「림꺽정」が出ているが、その後記に홍석중は次のように書いている。

「今回作品を修正して再出版するのを機会に、作家が抜いてしまった前半部分を入れようと思ったのだが、実際にそうしようとしてみると、前半と後半の文学的様相があまりにかけ離れており、修正程度に手を入れたところで、とうてい一つの小説として統合させることはできないことに気がついた。作家が新聞に連載した小説を単行本に編んだとき前半部分を捨てた理由はそこにあったのである」

これによれば、1954年の刊行時に洪命憙は自分の判断で前半部分をカットしたことになる。書き直しを放棄した理由は『林巨正』を完結しなかった理由と同じで、政治的な立場による忙しさ、創作意欲の減退などさまざま想像される。ともかくも彼は、書き直しを放棄しながらも、新聞連載の形のままで刊行することは望まず、｢義兄弟篇｣から後の部分だけを独立した作品として残すという選択をしたわけである。これは第1期と第2期のあいだに生じた不連続性が洪命憙にとってどれほど深刻であったかを物語るものである。

７．まとめ

『林巨正』内部に見出される不連続性の原因を、その成立過程に求めてみた。

第３篇の完結を前に逮捕収監され、獄中生活のために記憶が混乱した洪命憙は、連載再開の時に再度構想を作り直さねばならなかった。そのさいに記憶のよりどころとなったのは、連載を始めた当初作った｢腹案｣であったが、その中には｢朝鮮情調｣の方針が含まれていた。以前の連載中から自分の書くものが｢腹案｣と違ってきていることに不満を感じていた洪命憙は、｢再度の構想作り｣を行ったさい、当初の｢腹案｣に復帰して｢朝鮮情調｣で一貫した作品にしようと考えた。そして、これまで書いた分もその方針のもとで書き直そうと決めたが果たせぬまま終った。『林巨正』内部の不連続性は、こうした過程において生じたものだと考えられる。
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表1　　朝鮮日報社版（全8巻）
	　
	　巻数
	　タイトル　
	刊行年月

	刊行
	第1巻
	義兄弟篇（一）
	1939.10

	
	第2巻
	義兄弟篇（二）
	1939.11

	
	第3巻
	火賊篇　（上）
	1939.12

	
	第4巻
	火賊篇　（中）
	1940.2

	未刊行
	第5巻
	火賊篇　（下）

	
	第6巻
	鳳丹篇

	
	第7巻
	갖바치篇

	
	第8巻
	両班篇


　　　　タイトルは朝鮮日報1939年12月1日広告による

表2　　乙酉文化社版（全10巻）

	
	配本
	刊行年月
	タイトル
	章のタイトル

	刊
	第１回配本
	1948.3
	義兄弟編一
	朴遺腹　郭五柱

	
	第2回配本
	1948.4
	義兄弟編二
	吉莫奉 黃天王童　裵乭石

	
	第3回配本
	1948.6
	義兄弟編三
	李鳳學 徐霖 結義

	行
	第４回配本
	1948.7
	火賊編一
	靑石洞

	
	第５回配本
	1948.10
	火賊編二
	松岳山 巢窟

	
	第６回配本
	1948.11
	火賊編三
	피리 平山쌈

	未刊行
	第７回配本
	火賊編四
	九月山城

	
	第８回配本
	鳳丹編
	李校理 反正

	
	第９回配本
	皮匠編
	交遊 分散

	
	第10回配本
	両班編
	國喪 士禍 倭變


　　　　タイトルは最後ページ所載の「全帙目録」による

表３

	◎
	＊
	タイトル
	連載期間
	四季節社10巻本との対応

	1期
	１次
	林巨正傳
	1928.11.21～1929.12.26
	「鳳丹篇」｢皮匠篇｣｢両班篇｣

	2期
	２次
	林巨正傳
	1932.12.1～1934.9.4
	「義兄弟篇」1.2.3

	
	３次
	火賊林巨正
	1934.9.15～1935.12.24
	「火賊篇」１

	3期
	４次
	林巨正
	1937.12.12～1939.7.4
	「火賊篇」２「火賊篇」3

	
	５次
	林巨正
	1940.10月号
	「火賊篇」4


掲載場所は第1～４次が朝鮮日報、第5次が「朝光」

＊「校正後記」による区分（정해렴 校正後記『林巨正』第10巻p.166）

◎　報告者による区分
�　朝鮮日報1929年12月30日付社告。留置場での執筆許可を新聞社が特別にとりつけたという。洪命憙は1930年1月に起訴され31年4月保安法違反で1年6ヶ月の判決を受けた。（姜玲珠『碧初洪命憙研究』p.276～8,창작과비평사,1999）


� 裵トルソギは殺人を犯して青石洞に救出されたあと、青石洞に立ち寄った巨正と初めて出会うことになる。（「義兄弟篇」２、p.299）


� この｢腹案｣は、小説全体を3つに分けるという構成上の腹案である。


�　平壌国立出版社『림꺽정』（「義兄弟篇」上・中・下、｢火賊篇｣上・中・下）姜珠玲『碧初洪命憙研究』洪命憙年譜


� 『림꺽정４』문예출판사 1985,p.354
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